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中部地区MC協議会主催

第2回救急活動展示訓練を中部徳洲会病院で開催

9月 24日 当院にて、沖縄県中部地区MC協議会主催で沖縄市消防による救急隊活動デモンストレーション

を行いました。協議会では今年度から中部地区の5医療機関に対し各病院で、消防との理解を深める目的で

救急活動のデモンストレーションを実施していくことになりました。

展示訓練でははじめに、沖縄市消防大城章裕さんから救急隊が現場でどのように活動をしているのかを救

急活動内容として講演をして頂きました。日々の活動や救急隊ができる特定医療行為の概要などを説明して

頂きましたが、日頃から救急隊に接する病院スタッフですら救急隊が院外でどのような活動しているかを知ら

ずにいた人がほとんどで、講演を聞くことで消防隊の活動を理解することができたと思います。今後は交流を

深めて救急の質を向上させ、住民が安心して暮らせる地域社会を構築していきたいと思いま丸

現場にて全身観察と概要聴取

沖縄市消防大城章裕 講演風景 1 講演風景 2

現場にて頸椎保持 現場にてCPR(心肺蘇生)

救急車内想定で傷病者の全身観察 救急車内想定で薬斉」投与とCPR 比嘉副院長
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0
面

の
市

十
二
支
は
方
住
や
年
だ
け
で
な
く
月
、
日
、
刻
に
も

充
て
ら
れ
て

い
て
、　
一
日

一
日
も
、
子
の
日
、
工
の
日
、

寅
の
日
…
…
亥
の
日
を
、
順
に
繰
り
延
し
ま
す
。

１１
月
の
西
の
日
に
各
地
の
鷲

（大
烏
）
神
社
で
市
が

立
ら
、
販
や
か
に
熊
手
を
売
る
露
店
が
並
ぶ
風
景
は
、

年
の
源
を
控
え
た
風
物
詩
と

い
え
ま
す

（
１２
月
の
西
の

日
に
行
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
）
。

「
、′

鷲
神
社
の
本
社
は
、
大
阪
府
堺
市
に
鎮
座
す
る
人
烏

人
社

（會
烏
と
な

っ
た
日
本
式
尊
の
魂
が
舞

い
俸
り
た

地
）
と
さ
れ
、
開
理
、
商
売
繁
盛
の
や
と
し
て
花
枠
を

集
め
て

い
ま
す
が
、
熊
手
で
販
わ
う
西
の
市
は
江
戸
で

盛
ん
に
な

っ
た
よ
う
で
す
ね
。
鷲
神
社

（浅
草
）
、
花
薗

神
社

（新
宿
）
、
大
國
魂
神
社

（府
十
市
）
の
西
の
市
が
、

「関
東
二
大
西
の
市
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

浅
草
の
鷲
神
社
で
は
、
日
本
式
尊
が
同
社
に
戦
勝
の

お
礼
参
り
を
し
た
の
が
１１
月
の
画
の
日
で
、
そ
の
と
き
、

社
前

の
松
に
式
具
の
熊
手
を
立
て
掛
け
た
こ
と
か
ら
、

熊
手
を
縁
起
物
と
し
た
と
伝
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

あ
る

い
は
収
穫
祭
と
し
て
の
意
味
谷

い
も
あ
る
よ
う

で
す
。
秋
の
収
穫
が
終
わ
る
と
、
熊
手
で
落
葉
か
き
を

し
て
翌
年
の
料
作
に
稀
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
新
穀
と

と
も
に
熊
手
や
鍬
な
ど
の
農
具
が
売
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

鷲
神
社
の

「鷲
〓
お
お
と
リ
ー
わ
Ｌ

は
、
理
を
鷲
掴
み
に

す
る
と
さ
れ
、
熊
手
は
稿
を
か
き
込
ん
で
出
せ
や
商
売

繁
盛
に
業
が
る
縁
起
物
と
さ
れ
ま
し
た
。

商
家
で
は
、
店
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
願

っ
て
前
年

よ
り
大
き
な
熊
手
に
買

い
換
え
ま
す
。
熊
手
の
値
段
は

交
渉
次
第
。
そ
の
交
渉
が
成
立
す
る
と
、
咸
勢
の

い
い

手
〆
の
音
が
響
き
渡
る
の
も
西
の
市
の
名
物
で
す
ね
。

暦
の
式
り
で

１１
月
に
西
の
日
が
２
回
あ
る
年
と
３
ロ

あ
る
年
が
あ
り
ま
す
。
順
に

一
の
西
、
二
の
西
、
二
の

西
と
呼
ん
で
、
Ｔ
一の
西
の
あ
る
年
は
活
気
が
あ
り
す
ぎ

て
火
事
が
多

い
一
と

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
Ｈ
月
３
日

（日
）
が

一
の
西
、

１５
日

（金
）
が

二
の
西
、

２７
日

（水
）
が
二
の
西
と
な
り
ま
す
。
日
み
に
、

火
事
が
多

い
と

い
う
の
は
江
戸
時
代
、
西
の
市
の
立

つ

茂
草
が
吉
原
に
■
く
、
月
に
３
度
も
寄
り
道
さ
れ
て
は

た
ま
ら
な

い
の
で
、
亭
主
に
早
く
帰

っ
て
来
る
よ
う
に

と
、
女
房
た
ち
が
言

い
は
じ
め
た
も
の
の
よ
う
で
す
．

花
国
神
社

（東
京
都
新
宿
区
）
の
三
の
酉
に
て

（平
成
２３
年
１１
月
％
曰
撮
影
）

4



白血病 |よ現在、日本では1年間に約数千人がかかつています。自血病の種

類により、症状や治療法が異なり、場合によつてはかなり早く進行する

場合もありますので、思い当たる症状があれば、すくに専門医を受診し

て下さい。ただ今で |まほとんどの自血病が不治の病ではなく、完全寛解

にいたり、社会復帰をされるケースが多い病気となりました。また、日々

研究が進んでおり、次々と副作用の少ない有効な薬が出来てきているので、

治療の際は前向きに取り組んでいきましょう。
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自
血
病
は
血
液
の
が
ん
で
す
。
血
液
は
赤
血
球
、
向

血
球
、
血
小
板
の
３
種
類
の
血
球
と
、
こ
れ
ら
が
浮
遊

し
て
い
る
液
体
で
あ
る
血
漿
よ
り
成

っ
て
い
ま
す
。
血

球
は
骨
の
中
に
あ
る
骨
髄
の
中
で
つ
く
ら
れ
ま
す
。
自

血
病
は
、
血
球
を
つ
く
る
細
胞

（造
血
幹
細
胞
）
が
骨

髄
の
中
で
が
ん
化
し
て
異
常
な
白
血
球

（自
血
病
細
胞
）

が
無
制
限
に
増
殖
す
る
病
気
で
す
。

が
ん
化
し
た
細
胞
は
正
常
細
胞
が
計
画
細
胞
死

（
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
）
と
い
っ
て
、
成
熟
す
る
と
死
ぬ
よ
う
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
が
ん
細
胞
は
計

画
細
胞
死
が
起
こ
ら
な
い
た
め
、
増
殖
し
続
け
て
か
ん

細
胞
に
な
り
ま
す
。

原

因

は

っ
き
り
し
た
原
因
は
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
何

ら
か
の
原
国
に
よ
り
過
伝
■
に
傷
が
つ
く
こ
と
で
遺
伝

１
に
■
■
が
き
た
さ
れ
、
そ
れ
が
重
な
る
こ
と
に
よ
り

起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
．
遺
伝
子
を
傷

つ
け
る
も
の

と
し
て
は
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
発
か
ん
性
物
質
や
放
射

線
　
薬
　
あ
る
種
の
ウ
イ
ル
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
遺
伝
病
や
伝
染
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
免
疫

力
は
幾
ら
か
関
与
し
ま
す
。

症

状

自
血
病
細
胞
が
骨
髄
を
占
拠
し
、
正
常
造
血
機
能
を

抑
え
る
た
め
に
、
、
正
常
向
血
球
の
減
少
、
特
に
顆
粒
球

の
一
つ
の
好
中
球
減
少
に
よ
る
感
染
症
状

（発
熱
）
や
、

赤
血
球
減
少
に
よ
る
貧
血
、
血
小
板
減
少
に
よ
る
出
血

症
状
が
現
わ
れ
ま
す
。
病
状
が
進
行
す
る
と
牌
臓
、
肝

臓
お
よ
び
リ
ン
パ
節

へ
白
血
病
細
胞
が
浸
潤
す
る
こ
と

に
よ
り
、
牌
臓
、
肝
臓
お
よ
び
リ
ン
パ
節
の
腫
大
が
見

IBTTη翌壁|

骨髄は硬い骨の中にあるスポンジのような軟らかい組lllです。ここで赤血球、自血球、血小板の3種類

の血球力`つくられます。

困Ⅲじ
'森ぶ思:ちξ醤面務顧黛だ寒膠宴著F運

ぶ働きをします。減少するとすぐに息切れがしたり、

:目Ⅲじ●
穆撃警F羞省そこ盃譲怒翁豚3をき畠巣想雇どgr歎ぶω婁會「

守る感染防御、免疫の仕事を

血をとめる働き。これが少なくなると出血が起こります。血小板は骨髄の中の巨核球という細

胞から放出されます。

骨髄の中の造血幹細胞から赤血球に分化していく細胞を赤芽球、自血球に分化していく細胞を骨髄芽球

やリンバ芽球といいます。骨髄の中は様々な細胞で溢れており、自血病細胞は骨髄の中で分化している

若い細胞、すなわち骨髄芽球やリンパ芽球のレベルでの異常により起こります。

この異常力氾 きるとこれ以上分化できなくなるため、一旦自血病細胞ができるとこの異常な芽球が骨髄

の中に貯まつていき、やがて正常な血液細胞がいる場所が無くなつてその結果、血球減少が起こり、貧

血 YD発熱、出血力氾 こつてきます。
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ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

急
＝
自
血
病
は
、
細
胞
の
人
分
化
　
未
成
熟
の
状
態

で
が
ん
化
し
た
も
の
で
、
慢
性
白
血
病
は
分
化
途
中
や

成
熟
し
た
細
胞
で
が
ん
化
し
た
も
の
で
す
。
他
の
病
気

の
よ
う
に
症
状
の
経
過
が
急
性
　
慢
性
の
区
別
て
は
な

く
、
ま
た
、
急
性
か
ら
慢
性
化
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
．

検

査
通
常
、
十
髄
穿
刺
と

い
っ
て
■
の
中
に
太

い
針
を
刺

し
て
＝
髄
液
を
吸
引
し
て
検
企
し
、
自
血
病
細
胞
の
形

に
よ
り
い
く
つ
か
の
種
類
に
分
類
し
ま
す
。
最
近
広
く

使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
分
類
に
お
い
て
は
、

リ
ン
パ
性
白
血
病
は
、
そ
の
睡
瘍
細
胞
の
起
源
に
よ
り

Ｔ
細
胞
性
と
、
Ｂ
細
胞
性
と
に
分
け
る
と
と
も
に
、
悪

性
リ
ン
パ
＝
と
の
明
確
な
区
別
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

日
本
て
の
白
血
病
発
生
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
２
０

０
９
年
で
は
年
間
約
７
９
０
０
名
が
死
亡
し
ま
し
た
。

自
血
病
は
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
発
生
し
ま
す
が
、
比

餃
的
男
性
が
多
く
、
そ
の

一
囚
に
喫
仲
率
と
関
係
し
て

い
る
と
ι
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
の
ほ
と
ん
ど
は

骨
髄
賞
形
■
候
肝
で
す
。

治

療
白
血
病
細
胞
を
送
治
す
る
―，ｔ
由

―――
病
治
療
と
、
自
血

病
に
伴
な
う
感

染
症
や
―――
血
な

ど
を
予
防
し
た

り
、
治
療
し
て

い
く
支
持
療
法

が
あ
り
ま
す
。

抗
自

ｌｉｌ
病
治

療
と
し
て
は
化

学
療
法
、
放
射

線
治
療
、
分
子

標
的
療
法
、
免

唆
療
法
が
あ
り

ま
す
．
治
療
は

初
診
時

の
体
内

に
約
１
兆
側
あ

る
自

１１１
病
細
胞

を
０
に
し
て
い

く

こ
と
を
日
標

に

行

な

い
ま

す
　
狐
微
洸
て

由
血
満
訓
胞
が

数
え
ら
れ
な
く

な

っ
た
状
態
を

覚
解
と
よ
び
ま

す
が
、
体
内
に

骨髄で |ま造血細胞は十分に生産されているにも関わらず、末梢血液中では赤血球 自血球 血小

板が減つてしヽる病気です。しばしば急1生白血病に移行するため、幹細胞レベルでのがん化による

ものと考えられています。移植可能な場合は造血幹細胞移植がほぼ唯―の治療法でしたが、近年

レナリナマイ ドが5q―症候群に有効であることが判りました。自血球減少や血小板減少などの骨

髄抑制に対応しつつ、3～ 6ヶ月治療を続けていくと効果が見られてくるようになります。

成人T細胞自血病とは日本に多く、母乳による母子間、夫から妻への夫婦間や輸血により感染し

ます。流行地 |よ九州南部、沖縄、五島列島などの長崎県西部、南四国が挙げられます。なおウイ

ルス感染者すべてが発症するわけではありません。4型に分類され、薬物治療に抵抗1■であり、

スタンダー ドな治療法 よありません。悪性リンパ腫と同様に治療しますが、免疫不全状態がより

強しヽために合併症が多発するので、強力治療が行なえません。移植可能年齢でHLA一致 ドナー

がしヽれば造血幹細胞移植が勧められます。ただ近年抗CD4抗体が発見され、治療に有効と期待

されています。

今日の急 |。なる11語 Eミこ多訓

造血幹1田胞移植 ■二
'|.「

・ |■ ■. I I . T■ ■■■■■|● ■● ~■ ||■●●■■| ■■■●||'■■

1骨髄移植) ■●:| ■1‐ ||● ■ | |■●||‐  |■ ■■■|● ■¬■■■ 11'r,■ |‐1● ■
「 '「

:■ l rl
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卿
特

別
の
一

卿
月

ｒ 『
集 自血病

最近では自血病の早期に診断されることが多くなり治

療効果も高くなるようになりました。症状としては息切れ、

動悸、倦怠感、顔面蒼自などの貧血症状や出血症状をみ

ます。これらの症状は急性骨髄性白血病のほうが急性 リ

ンノ゙ Fl自血病よりも顕著です。

出血症状は初期には血小板減少による点状出血斑が主

体で、描種性血管内凝固症候群 (DiC)が重なると著明な

出血をみるようになりますが、レチノイン酸が臨床導入

され、治療効果力沼 られやすくなりました。

Ent祠…血液中の自由球数の増力0、 臓器浸潤や皮膚浸漬、

歯肉腫脹、痔 (肛門部の浸潤)、 貧血、紫斑、

頭痛などの髄膜刺激症状 (脳髄膜への浸潤 )

L,日 ||■ 顕微鏡検査、遺伝子診断

躍
=■

…化学療法

レチノイン酸による分子標的療法 (※お薬のなぜ ?

何 ?参照)。 必要に応じて化学療法を追力0。

完全寛解状態が3年以上続くと再発しないとされており、

完全寛解が5年以上続くと治癒したとみなされます。ただ

し完全寛解となっても治癒を得るためにさらに治療が必

要です。なお骨髄移植療法は強力ですが、副作用も強く

出ます。

●●●●●●●●◆◆◆●●●●●●●●◆◆●●●●●●●●●●

発症は緩やかで、進行しないと症状は現われませんが

定期健康診断や他の病気の検査時に偶然発見されること

もあります。

En="…牌臓が腫大することによる左上腹部の不快感、

微熱、夜間盗汗、倦怠感、貧血など

厖涸肝卜 BCR―ABLチロシン キナーゼの分子標的治療

薬イマチニブによる阻害。従来のインターフェ

ロンに比べて副作用もほとんどなく、8年生存

率は90%を越えています。イマチニブが効かな

い場合のみ造血幹細胞移植。また場合によリイ

ンターフエロンを用いることもある。急性転化

させないことが大切。
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再
発
を
防
ぐ
に
は
初
期
治
療
が
大
切
で
す

血
液
専
門
医
の
い
る
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

は
ま
だ
多
数
の
自
血
病
細
胞
が
あ
る
た
め
、
繰
り
返
し

治
療
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

化
学
療
法

お
も
に
抗
が
ん
剤
に
よ
る
治
療
で
、
自
血
病
細
胞
が

分
裂
す
る
と
き
に
そ
れ
を
Ⅲ
害
し
、
白
血
病
細
胞
を
退

治
し
ま
す
　
し
か
し
正
常
な
細
胞
に
対
し
て
も
障
害
を

起
こ
す
た
め
、
副
作
用
を
伴
な
い
ま
す
。
化
学
療
法
に

よ
り
＝
髄
の
中
の
自

――――
市
剖
胞
が
攻
撃
さ
れ
る
Ｌ
、
十

髄
の
中
は
　
時
的
に
窄
に
な
り
、
正
常
な
血
球
数
は
さ

ら
に
低
下
す
る
た
め
、
骨
髄
の
中
は
正
常
の
血
液
細
抱

が
回
復
す
る
ま
で
、
感
染
、
出
血
、
貧
血
の
■
状
〓
き

ら
に
強
く
な
り
ま
す
。

分
子
標
的
療
法

近
年
、
遺
伝
■
の
異
常
が
起
こ
る
部
分
だ
け
に
働
く

業
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
　
制
作
用
は
抗
が
ん
剤
と
比
較

し
て
怪
喧
と
な
り
ま
す
が
　
■
川
が
か
か
る
こ
と
が
多

い
で
す

技
〓

，
治
療

腫
■
性

の
市
変

や
、
■
常
内

に
自
血
病
細
胞
が
あ
る

と
き
に
用

い
ら
れ
ま
す

支
持
療
法

白
血
病
や
そ
の
治
療
に
よ
る
症
状

に
対
す
る
予
防
と
対
処
を
指
し
ま

す
。
抗
菌
剤
や
―――
血
を
抑
え
る
薬
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。



乗り物酔いは生あくびに始ま

って、冷や汗、動悸、 lII痛 、体
しび

のりIれ、吐き気といった,こ状が

現われます。

乗り物酔いになったら以 ドの

処置を行ないましょう:

1)乗 り物から降りる

可能なら、乗り物から峰りる

ことが一番有効てす

車から降りて安静にしていれ

ば、自然に11復 します しかし

簡単には降りることが出来ない

場合がほとんどでしょう:

そこで 卓1勾 で出来る方法を

いくつかあけてみます。

2)窓を開ける

3)遠 くを見る
0る

4)ベル トなどを緩める

窓を開けて新鮮な外の空気を

吸い込む、遠くの景色を眺める、

ベルトを緩めるなど、心身とも

にリラックスすることを試みま

しょう。

軽度のうちでしたら、仲間と

おしゃべりをしたり、楽しめる

ものに意識を逸らせることも、

効果があります。

5)吐 く

それでも気分が悪い場合は、

思い切って吐いてしまうと楽に

なります.途「し,Jヾ車出来ない

場合に備えて、予めビニール袋

やタオルなどを準ilす ることを

心がけましょう。

llい た後は日の1■ をゆすぐと

すっきりしますので、飲オ1水 も

用意しておくと安心です。

【乗る前の対策が重要l

酔いやすい人は、市販の酔い

止めの薬を飲んておくといいで

しよう。一般に乗り物に乗る30

分から1時間前に服用します。

乗り物酔いは′心理的な要因が

大きいので、薬の効果を信して、

おおらかな気持ちでいることが

大事です。

【注意】

人人になってはじめて乗り物

酔いを経験した場合は、耳や脳

に疾患があることも疑われます

乗り物酔いを予防するには一―

☆ 乗車30分前には乗り物酔いの薬を服用する。

★ 乗車前に食事をしない。

☆ 過度の空腹で乗車しない。

★ ′ヾスの場合は前方の席に座る。

★ 後ろを向かない。

★ 遠くの景色を見る (車外の近景は見ないようにする).

☆ 本 (文字)は読まない。

ので、早め

に耳鼻利で

診察を受け

ましょう。

の安繁延身?¬『コ驚2

DDS(ドラツグ デリハリー システム)

■ 1・
ず

到達途中で滞留してしまうなど

して有効濃度を維持することが

困難なことがあります。

そうしたことを防ぐために

たとえば放出制御型DDSよ薬物

のfll中濃度を有効濃度にコン ト

□―ルすることが出来ます。そ

うすることで薬の効き目が持続

し、投与回数が減らすことがで

きるため 狭心症発作予防薬や

前立腺がんの治療に使用される

マイクロカプセルなどで使用さ

れています。

DDSはとくにがん細胞への標

的化の研究が進められており、

従来の抗がん剤に比べ良好tJ抗

腫瘍効果が期待できるうえ、重

篤な副作用は少ないとされ す

でに有効tJ治療手段となりつつ

あります。またこの技術の進歩

により、効果の増大や副作用の

軽減、使用性の改善、医療費の

軽減などが期待されています。

DDSと は必要なときに 必要

な量の薬剤を、必要とする部位

に到達させることで薬を安全か

つ効果的に使用するための薬物

送達システムという仕組みで、

様々な種類があります。

薬の効果とは 体内に投与さ

れた薬物が、目的の部位に到達

することによつて現わInますが

8
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ホタテと自菜の
/ま百プには旨味成分でもあるアミノ酸が豊富です。タウリンを始め
〕雇↑係発層⊆|:島員:警bF桑づ3蓼鮒臀憲僅:ll島12等「黎
〕柔異象ヱ曽こ3曇塚冒号:3象僣蛋1馨ま響IIう 1」:li4[♀:

昇lξ天1£造|:涅【ま3廿冒FE膳鰐「日3書 :El雷5兵:醤

豊富なホタテは、食べ過ぎになりがちなこの季節におすすめてす。

材料 (2人分)

ホタテの缶詰
-  210g(小缶3つ分)

自菜    ………  1008
油揚げ……   30g(1/2枚 )

片栗粉   …… 大きじ 1

こ飯 ……  …  … 3208

焼き海苔  … …  適宣

柏子こしよう ―  少々

片栗粉…       適量

◆ [だ し汁… 1カ ップ、薄口

しょう油 大さじ 1、 みりん

大きじ 1]

つくり方

1 ホタテを汁こと缶から出し、身をよくほぐしてお

く。白菜は、柔らかな部分は大きめのひと口大に、

芯の部分は5mm幅 の棒状に切り分ける。油揚げ

|よ 5mm幅 の短冊切りにする。

2 ホタテの身 (汁こと)、 自菜、油揚げを鍋に入れ、

中人にし、混ぜながら3分ほど煮詰める。

片栗粉を同量の水で溶き、2に加えてダマになら

ないよう全体を混ぜ、再び沸騰させて大を止める。

こ飯を器によそい、3をのせ、焼き海苔を飾る。

好みで柚子こしようをのせる。

4

珍
珍
輪
珍
輪
珍

交際運 嬉しい出会いが増えそうです。

金 運 しヽつもより大きな買い物も開運に。

全体運 地味な役割でも投げ出さないで。

☆青い′ヽンカチ ☆11月 30日

交際運 ネし儀やマナーには気をつけて。

金 運 趣味へのお金は惜しまないで。

全体運 入浴で体調改善を。
☆茶色の靴下 ★il月 1日

交際運 やりたい事は言葉に出して。

金 運 旅行先での出費は程々に。

全体運 不要なものを捨てると運気改善。
☆腕時計 ☆11月 22日

交際運 多少乗り気しなくても外出か吉。

金 運 月ヽ銭入れを使うと金運は上昇傾向へ。

全体運 自分のペースを崩さないこと。

☆香水 ★11月 18日

交際運 イライラは運気を下げます。穏や力Чこ.

金 運 プレゼントを買うと開運の兆し。

全体運 好調の波に乗れそうです。

☆魚料理 ★ll局 5日

交際運 必要な連絡は早めに。

金 運 買い物を楽しんで。

全体運 不健康な生活習慣は改めて。

☆八ンドクリーム ☆ll月 11日

交際運 逗絶ミスに気をつけて.

金 運 興味が湧いても少し様子を見て。

全体運 得言分野で腕を発揮できる兆し.

☆赤いボールベン ★11月 20日

交際運 聞き役に徹すると後で良しヽことが .

金 運 出費は最低限に控えた方が吉。

全体運 欲しかつたものが手に入りそうです。
☆エコバツク ★11月 7日

交際運 友達との食事わヽい身のリラリクスに。

金 運 水まわりの掃除が金運を呼ひます.

全体運 体調下降の兆し 無理は禁物です。
☆眼鏡ケース ★11月 27日

交際運 悩みを抱えがち 註わЧこIE談 して,

金 運 散財してしまいそう.自 らを戌めて.

全体運 用事を書き出して整理すると言・
☆家計簿 ★11月 3日

交際運 人との交流を広げると吉.

金 運 思わめ恵みにあすかるlE示 .

全体運 自分の意思を通せる機会に恵まれています。

☆ポイントカー ド ☆ll月 13日

交際運 口出しせすに黙つて見守ることも大切です.

金 運 貯めこまずに適度に使う方が吉。

全体運 何かを始めるのに良いタイミングです。

☆観葉植物 ☆11月 24日

今月の一言 【日に日に寒くなります、こ自愛ください。1

珍
輪
輪
輪
輪
薇



諮筆を持つように

軽 く持つ.

◆できるだけ自分で庭く

〔力を入れすぎないl

歯フランの毛先をきちんと歯にあて 軽い力で歯ブラシを小刻みに

動わ`して店く。

〔自分の歯に含つた磨き方を】
歯の表面だけでなく 歯と歯の問や 歯と歯肉の間も、てい0し」こ

磨く。歯並びの悪い所 詰め物や被せ物のある所 奥歯や歯の裏側

などは 特に念入りに.

I歯と薔菫の間〕    夕`倒

高
齢
者
や
要
介
護
者
の
誤
晰
性
肺
炎
を
予
防
す
る
た
め

に
、
回
腔
内
の
ケ
ア
は
重
要
で
す
。
し
か
し
そ
れ
ば
か
り

で
は
な
く
、
日
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
虫
歯
や
歯
周

疾
患
を
予
防
し
て
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
条
件
が
整
い
、

味
覚
が
鈍
る
こ
と
も
防
げ
ま
す
。
ま
た
定
期
的
に
手
指
を

動
か
す
こ
と
で
り
八
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
期
待
で
き
、

口
腔
内
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
唾
液
の
分
泌
を
促
し
て

一
　

・
一
・

一一一一
〓

・
一
二

一一
＾
一〓
一　
ヽ

５
一〓
Ｔ
・

rTお1品「lι

″́

`〔
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45度 に当てる |

直角に当てる

1451

′ |

◆弁護が必要rJ場合は

歯フラシの踵 (手元に一審近い

部分,か ら爪先 1-香違い言3分

'
毛先の全体て擦 り上けて店 く

【歯ブラシの工夫〕
●歯ブラシは柔らかい毛の 幅のあるものを使う (一般に毛束は横に

3列植毛だが 幅広で 4列植毛のものを選ぶ).

握力が弱まつていたり機能障害のある場合は 首ブラシの柄を太く

したり使いやすい形に曲けたり また 
「 =三「

〒●を用いるなど

して できるだけ本人か自分で唐けるように工夫する

:歯と歯の間に隙間がある場合には

=門
フ1',を  また歯ララシでは

〔歯と歯の間のおそうし〕

自
浄
作
用
が
増
加
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
食
欲
が
克
進
さ
れ
れ
ば
体
力
の
増
強
の
助
け

に
も
な
り
　
回
臭
の
不
安
が
な
く
な
る
こ
と
で
社
交
的
な

気
持
ち
も
高
ま
っ
て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

歯
麿
き
は
健
康
な
生
活
を
送
る
第

一
歩
で
す
．
毎
食
後

層
く
の
は
難
し
く
て
も
　
朝
食
後
と
就
寝
前
に
は
　
毎
日

て
き
る
た
け
自
分
の
力
て
歯
を
磨
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

vol.8

歯
磨
き
の
仕
方
と

入
れ
歯
の
手
入
れ

―

一
´

―

‐

―

―

‐

歯問ララシ  デンタルフロス

1枕 (ク ッシヨンやタオルなど)を頭の下に入れて上半身を起こす.

:i言言li言[i暮警i:[2iF:1111:l,テ :ヨ::[畠
讐

||| |｀
|ヽ|

■■ ― =で
ヽ

■ヽ
■..,|

1)夜寝るときは入れ歯をはずして水に漬けておく

1入れ歯の歯茎の部分に使われているレジンという材料か 芝燥すると変形したり害」れやすくなる

ため 水を入れたコップまたは専用ケースに 入れ歯全体か水に浸かるようにして保管する。

そのときに市販の入れ歯洗浄剤を使うとより清潔に保管でき 防臭効果もある。なお入れ歯洗浄

剤を使つた場合は 水でよく洗い流してから使うこと.

2)入れ歯は少なくとも 1日 1回、ていねいに洗う

入れ歯専用の自ブランを使うと効果的.歯磨き粉の多くは研踏材が含まれているため (入れ歯が

傷つかないように)歯磨奉 Jをイ吏l_ないて洗う.変形の原因になるので煮沸消毒はしない。

1自分の歯と同じように 毎日こまめに洗うこと。金属のパネの部分は 毎日使用していると変形

したり緩んで来るので 3～ 6ヶ 月に ]度 歯科医院で調整してもらう。

il]分入れ歯の場合は は,して 入れ歯の針金のかかつてtlる 自分の歯も優しくていねしヽ こ磨く.

:入 ll歯 をはすしたらよくうがいをする.洗口剤 (う かい薬)などを使うとよい.

堅い毛  ―
―

金属部分を磨 く

1 - ― ■
'

二■

入れ歯保管ケース

―― 少し堅い毛
入れ歯全体を磨 く

コンプの水に浸|

入れ歯専用歯フラシ

10



おうちで

介護者の肩こりを防ぐ

1 体をねじる

大きく息を吸って両手をまつすぐ水平に上

息をOlきながら体を左右にねじる。

3 月寸をイ申ばす

両手を組んで腕をまつすぐ前に伸ばして、その

まま息をOlき ながら、さらに前に伸はす。

Π

Ｕ

介護するということは重労 llな ので 腰痛

や肩こりに
'当

まされる介護者か大勢います :

介護疲れて逆に介員
=者

が体調を崩 してしまう
ことのないように 介護する人も充分な健康

管I星 が_7要 です 毎日軽い運動を続けること
かI里 想て,か 今回は 肩こりを防ぐ簡単な

体操を紹介 しましょう。

精神的な緊張か■くと肩こりはいつそうひとくなります。ますは

大きく深 J平 :1を して 気持ちをリラックスしてから 行動に移る

ようにしましょう

2 掌を合わせる

げ、 両肘を左右に張って両掌を合わせ、ゆっくりと
患をOlき なから背中を丸めて、掌を 5秒間圧迫
したあと、 3秒間緩める。

次に、掌を外側に向けて組み、同じく前に肘を

伸ばす。

■
■

１
■

イ,ス ト1松平 あすか
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イ
ン
フ
几
エ
ン
ザ
の
子
防

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
前

に

最
寄
り
の
医
療
機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う
．

ワ
ク
チ
ン
を
接
＝
す

る
こ
と
で
体
内

に

抗
体
が

つ
く
ら
れ
ま
す
。
抗
体
は
、
次
に

同
じ
ウ
イ
ル
ス
が
侵
人
し
た
と
き
に
そ
の

増
殖
を
防
ぐ
働
き
を
し
ま
す
．
た
だ
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
抗
体
が
で
き
る
ま
で

に
約

２
週
間
か
か
る
た
め
、

１２
月
の
上
旬

く
ら

い
ま
で
に
接
種
し
て
お
く

こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
．

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
接
種

後
２
週
――――
か
ら
５
ヶ
月
―１１
ほ
ど
続
く
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す

イ

ン
フ
ル

エ
ン
サ
ウ
イ

ル
ス
は
、
毎
年

少
し
ず

つ
，

化
し
て

い
ま
す
　
そ

の
た
め

一”
午
■
ヽ
Ｈ
〇
　
一」Ｌ
＝
ｒ【
け
」
■
“
口
）
の

●́
測

を
も
と
に
し
て
　
そ

の
シ
　

ス
ン
に
―――

い

ら
れ
る
ワ
ク
チ
ン
が
作
ら
れ
て
い
ま

， イ
ン
フ
几
エ
ン
ザ
対
策

流
行
す
る
前
に

ワ
ク
チ
ン
を
援
種
し
よ
う

ワ
ク
チ
ン
捲
種
の
注
意

高
齢
者
や
、
心
臓
　
腎
臓
　
呼
吸
器
の

慢
性
的
な
病
気
や
粧
尿
満

の
あ
る
人
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
病
す
る
と
肺
炎
を

起
こ
し
た
り
基
礎
状
■
が
悪
化
す
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
■
症

化
す
る
リ
ス
ク
の
高

い
人
と
同
＝
を
し
て

い
る
人
も
含
め
、
流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．

２
歳
以
ド
の
小
児
　
“
歳
以
Ｌ
の
高
齢

者
、
そ
し
て
、
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人

（
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
に
■
卯
が
使
わ
れ
て

い
る
た
め
）
は
、
怯
“
に
あ
た

っ
て
特
に

注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
Ｌ
師
に

よ
く
相
談
し
た
Ｌ
で
接
種
し
て
ド
さ
い

イ
ン
つ
た
エ
ン
ザ
の
治
療

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
■
し
た
場
合
は

外
―――
を
避
け
、
安
前
に
し
て
い
ま
し
ょ
う

．

【インフノしエンサ】

「
          ~ ガぜとインフノしエンザの違い

アデノウイルス、ライノウイル
ス、コロナウイルスなどのウイ
ルスや細菌

日
本
で
は
例
年
´
月
下
旬
こ
ろ
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
始
ま
り
、
翌
年

１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
毎
年
、
数
百
万
～

一
千
万
人
が
発
病

し
て
い
ま
す
。
か
ぜ
と
違
っ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
た
り

脳
症
を
起
こ
し
た
り
し
て
重
症
化
す
る
危
険
性
が
あ
り
　
生
命
に
か
か
わ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
流
行
す
る
前
に
ぜ
ひ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
　
感
染
を
広
め
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
．

感染経路
主に飛沫感染

(接触感染の場合もある)

・高熱 (38℃以上)

《強い倦怠感などの全身症状)

頭痛、関節痛、筋肉痛など

のどの痛み、鼻水、咳など

※発症は急激.

lヽF炎を併発したり脳症を起こすなど

重症化して死亡するケースもある.

微熱、中程度の熱 (38℃前後)

《鼻、のどなど局所的な症状〉
のどの痛み、鼻水、鼻づまり、

くしゃみ、せきなど

※発症は比較的ゆつくり.

Xあまり重症化しない.

(A型 )
重症化しやすく、大きな流行を起こしやすい。

呼吸器系の合併症を起こす危険性がある。

(B型) A型よりも症状が軽く消化器系に影響が出やすい。

他に、幼児期に多くかかる(C型 )もあり、これは季節に関係なく感染する。

※A型は多くの亜型に分けられるうえ、一定の形にBまらす違つたウイルスとなつて流行する (新型インフル

エンサ)ため、同じシーズン中にA型に2回かかったり、A型とB型の両方にかかつたりすることもある。

インフルエンザウイルス

120/0/1● ＼ヽ

、 墨
、

、
、



し /

0インフルエンザか流行する前に

=イ
ンフルエンザワクチンを機種する

特に66歳以上の高齢者や持病のある人は、インフルエンザにかかると重症化

しやすいので、かかりつけの医師とよく相談して接種しましよう。

0インフルエンザが流行したら一―
日外出を控える

特に人込みや繁華街は避けて、感染のリスクを高めないことが第一てす。

た外出時はマスクを着用する
ウイルスの吸入をある程度防ぎ、のとや鼻を保湿する効果があります.

□適度な湿度 (50～ 60%)と換気
ウイルスま低温 1氏湿を好み、乾燥していると長時間空気中を漂います.

力0湿器などを用いて室内の湿度を調整して、換気を心がけましよう。

E充分な休養とバランスの良い食事をとる
体力をつけ、I抗力を高めましょう。

□うがい、手洗いの励行
うがいまのどの乾燥を防ぎ、手洗いま授触感染を防ぎます。特に帰宅時や

充
熱
、
寝
汗
、
嘔
叶
な
ど
に
よ

っ
て
脱
水

が
起
こ
り
や
す

い
の
で
、
水
分
　
塩
分

の

補
給
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
．

治
療
に
は
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ウ
イ
ル
ス
薬
が

，―，

い

ら
れ
ま
す
　
処
方
さ
れ
る
共
に
は
　
内
収

業

の
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ

ル

（
タ
ミ

フ
ル
一
、

吸
人
業

の
す
ナ
ミ
ビ
ル

（リ
レ
ン
サ
一
ヒ

ラ
エ
ナ
ミ
ビ
ル

（
イ
ナ
ビ
ル
）
、
市
■
＝
¨

注
業

の
ヘ
ラ
ミ
ビ
ル
　
＾
ラ
ヒ
ア
ク
タ
一　
“

１
■
類
が
あ
り
ま
す

こ
れ
ら
の
業
を
発
庁
か
ら
ヽ
時
Ⅲ
以
内

に
便
―――
す
る
と
、
使
用
後

”
ヽ
１８
時
――――
で

集
が
ド
か

っ
て
き
ま
す
が
、
熱
が
ド
が

っ

て
も
　
処
方
さ
れ
た
業
は
最
後
ま
で
使

い

切

一
て
に
さ
い

感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に

ｉ
状
が
改
善
さ
れ
て
外
―――
す
る
場
合
に

は
　
ほ
か
の
人
に
ウ
イ
ル
ス
を
う

つ
し
て

し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、
咳

エ
チ
ケ

ッ
ト
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

（左
記
参
照
）

２
０
０
９
年
に
は
２
●
―１
０
万
人
以
Ｌ

が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
す
●
一発
ｉ
し
た
ヒ

の
＝
計
も
あ
り
、

‐ｌｌｌ，
■
な
ど

の
合
併
■
を

含
め
て
死
亡
者
が
１
万
人
を
越
え
た
年
も

あ
り
ま
し
た
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症

し
た
場
合
に
は
　
―――
川
に
治
瞭
を
始
め
る

だ
け
で
な
く
　
感
染
を
広
げ
な

い
よ
う
に

充
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
．

食事の前によ忘れすに行ないましょう。

□咳エチケット
感染を広めないことも重要です。

0インフルエンザにかかつたら一

「
早めに医療機関を受診する

□安静にして休養をとる
三充分に水分を摂取する

0薬の使用は
□J旨定された用法、用量、服用期間をきちんと守る

コマスクを着用する (他人にうつさないための「エチケットマスクJ)

□外出は自粛する

周 りの人 にうつさな いようにマスクを着用 し■■よう

マスクの使用ま、説明書をよく読んで正しく着用しましょう。
しかし、マスクの着用でウイルスの拡散や吸入を完全に防くことができるわけてま
ないことも、充分に,い得ておきましよう。

[亥 やくしやみか出そうに |■ .=、 ティッシ■■

itて 、近くの人から1●う「 |.■ 11、 顔を背けま| ,

をFさ

◇鼻水や痰の付着したティッシュなどはすくに捨てられるように、蓋

の付いた廃葉物箱を手の届く所に用意しておきましよう。

◇咳をしている人にはマスクの着用を促しましょう。

子どものインフルエンザ

了どものインフ′レエンザには llに ■意が必要

です。15歳未満の 1ど もの場合、インフルエン

ザの発熱からりい段階 (多 くは24～ JH● ‖,以内)

で、
「

lL、 うヽ‖行動、意i哉 畔絆、痙Illと いった

,i:状カヤ,ら れること力`あります。 これは イン

フルエンサ脳症によるものです。

インフルエンザ脳症は 1歳をビークに 幼児

期にll.も 多くみられ、日本では 1シ ーズンに100

人-300人力■

`,置

していると‖「定されています.

クじ亡率は当初は約30%た ‐,た フ)が it近 では

10%程 度にlltド しましたが そのうちの約25%
に後遺症がみられます.

言動がおかしい 会話が成 り立たない 顔色

か青白い 吐いてもすっきりしないなとの症状

かあったら すぐに医療機関を受診しましょう

アスピリン、 ジクロフェナクナ トリウム、メ

フェナム酸などの成分を,む解熱斉1を 使 うと、

インフルエ ンザ脳オの

":因

や悪化の誘因となる

ことがあるので、子ともには大人用の薬を使わ

ないように注意 して下さい
.

則 載ω▼―W=々髯 `イロ=苺 142日望=車 )

剤=20  γ▼―Ψ イ́ロー44=lo:,I`44Ч YO奎】

ンフノしエンザ

13 (V撃中田・ ■ ¥―‖|●彗=マ ↓Z割■箪■い闘:口剛=00  g撃



沖縄市消防・ ドクターカー合同訓練
～定期訓練9月度～

9月 26日に沖縄市消防本部にて、沖縄市消防と当院ドクターカーによる合同訓練を行いました。今回

の訓練は、乗用車2台による衝突事故で傷病者が4名 という多数傷病者発生を想定し、START方 式

(Simp e Tttage And Rap d Treatment)を 用いてのトリアージ訓練を行いました。訓練は内容を伏せ

て行い、消防隊員とドクターカースタッフは出動命令を受け、現場に到着して初めて傷病者多数発生の

トリアージだと分かつたのですが、互いに状況把握に努め、声を掛け合って活動を行いました。実際には、

なかなかない状況の引練でしたが、STA RT方 式によるトリアージや救出方法、搬送の手順を勉強しま

した。今回の訓練を通して、どのような状況下でも機敏に対応できるようにして行きたいと思いま魂

この訓練は年間10回を目標に定期的に行つている訓練です。消防隊員とドクターカーのスタッフが

共通の認識で、互いに良好なコミュニケーションが取れ、現場でスムーズな活動ができることを目標に

行つていま魂 これからも訓練に励み、地域住民のために頑張つて行きたいと思いま魂



書3署紹介コー十一

4階南病棟は整形外科病棟です。大腿部骨折の

手術をはじめ、膝 股関節 脊椎の手術など年間約
1000件の手術に対応し、術前から術後急性期、更
にリハビリテーシヨン期までを看護していま丸

日頃から医師やり′ヽビリ、ケースワーカーと連携
し、早く在宅に帰れるよう同じゴールに向かって頑
張つていま魂 スタッフー同は笑顔が多く、明るい病

棟で魂 新人ナースやベテランナースが力を合わせ、
「患者に寄り添う看護Jをモットーに看護に取り組
んでまいりま視

【4階南病棟】

10月 10日災害対策委員会にて、防火机上訓練を実施しました。5階北病棟給湯室でたばこ
の不審火による出火を想定し、消火器による初期消火や消火栓からの放水消火、自衛対策本
部や救護所を設置し、入院患者様やそのこ家族の避難誘導を行いました。机上ではありまし
たが避難者の優先順位選定や避難経路、消火器や消火栓の位置確認、このような事態には工

レベーターが使用できないことなどをシュミレーションすることで、日頃思いもしないことに

気付いたり、避難の難しさを再認識しました。

今後同委員会ではこのような訓練を定期的に行い日頃から防火意識を高め、また防火から

防災へと規模を拡大し、災害時に対しての訓練まで行えるように取り組んで行きたいと思いま

魂
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MY DAILY MEM0
体温 血圧 Π院日

お共などのメモに

ご汚用下さt■

18月           み
19火           4
20水          哲
21木        樅

眠くなつたり退屈をすると、

思わずあくびが出てしまいます

ね。「酸素を取り込むことで脳が

活1生化するJと一般にいわれて

いますが、あくびにはまだ不明

な点も多いようです。しかし

しヽくら生理現象とはいつても

目の前であくびをされたら不快

なものです。

そこであくびを止めるといわ

れる方法をいくつかお教えしま

しょう。効果があるかどうか、

言式してみて下さい。

(1)大きく深呼吸をする

あくびの出る前に新鮮な空気

を吸い込んでしまいましょう。

(2)飲み物を飲む

炭酸や栄養 ドリンクの刺激、

またはコービーやコーラなどの

カフェインが効果的です。

実はこllは、江戸時代の書物

に記載さllている方法です。

あくllが出そうになつたら、

上唇を舌で左右にtJぞるように

話めると止まるそうです (口を

手で隠して、そつと試した方が

しヽいでしようね)。 しかしなぜ

この行動であくびが止まるのか

は、不明といわllています。

ほかにも、下唇を噛む、口を

窄めて深く患を吸うのも効果が

あるといわれていますが、大切

な場面であくびをしないために

は 事前に充分な睡眠と休憩を

取ることが第一です。

なお、過度のあくびは病気の

サインの可育日生もあります。悩

まされている方は、お医者さん

に相談しましょう。

鑢個¶駒唱
◆◆◆ あくびを止めるには ◆◆◆

(3)上唇を話める

先
”

人

，

赤

同

赤
――

一
⑬

入

安

仏
武

一人
，

先
”

友
引

今回は人名に関するクイズを用意しました。頭をひねつてトライしてみましよう。

¶ 撃うEi量2020fttifi38
勝手に漢字に置き換えてみました.

さて、誰の名前てしょう?

車錠・家々
【ビン日 語呂合わせ とんちを組み合わせマ考えマ

みて下をしヽ

27水

28木
次は逆に日本人の名前を英語に置き換えて

みました。さて、誰でしよう?

ビクトリー  オーシヤン  ポート

Victory Ocean Boat

29企

301

22金

攀↓労感調の日 "ヽ
|]

鬱
H

25月

26火
7.

負

仏
減

大

安

答
え
は
ロ
ペ
ー
ジ
の
下

一

最後 き人名のアナグラム (入れ替え)です.

■～●の文字を入れ替えると3人の名前に

なります。彼らは共通した職業て活躍してお

り、かつてまある場所て彼らを見ることが出

来ました。その場所ときどこでしょう?

①負けの地図明日よ

② 図画博士ワオ

③タヌキ中よ

【ヒン 1ヽひらがなt[直 して並ひ女えマみマ下き,ヽ

慣かしい名前か′かひ上がるはずです

1'戯 25'iH月 1 発行 相焦 11“il● メディクブレス仕  ′紙イラスト:い しばしひろやす i」 11の ,「 晰転載を|● します.


